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　要支援高齢者の食品摂取状況が健康感に及ぼしている状況について、半構造的面接法を用いた
フォーカスグループインタビュー調査を実施し、インタビュー結果を質的に分析して検討を行った。
１． 研究対象：介護予防サービスを利用し、在宅で生活している要支援高齢者11名
２． 実施期間：平成23年2月末日
３． 実施場所：Z県Kデイサービスセンター会議室
４． 方法
　研究協力機関（Z県Kデイサービスセンター）に研究実施協力（研究対象者の紹介、場所の提供等）を
依頼し、同意を得た。調査時に研究協力機関から紹介を受けた対象者へ研究者から研究の趣旨を説明
し、同意を得た上で、フォーカスグループインタビューを実施した。対象者へのフォーカスグループインタ
ビューの回数は１回、1回あたりの実施時間は60分、人数は5～6名にて実施した。インタビュー内容は、
対象者の食行動や健康状態に関すること等であり、インタビューガイドに沿って実施した。
５． 倫理的配慮
　研究協力機関、及び対象者には、研究目的・内容・研究参加の自由意思、研究を断ったことによる不
利益は被らないことを説明し、了承の上で調査を実施した。また、研究結果は、研究協力機関や対象者
個人を特定した内容にならないように配慮した。
６． 結果
　インタビュー実施者は11名（男性6名、女性5名）。平均年齢83.3±9.1歳、介護度は要支援１・2だった。
　インタビュー内容の結果は、食事と健康に関しては、「食事内容」「食事への価値観」「加齢や疾患によ
る食行動の不便さ」等が抽出された。高齢者は、野菜は身体によく、油脂類や肉類は身体に悪いという考
えが根強いと推察された。また、食行動の実際は、「（複数世代の同居では）出されたものは黙って食べ
る」「日用品の購入は欲しい物より価格優先」「日用品の購入は女性で、男性は購入しない」「買い物のた
めの地理的条件」等が抽出された。
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